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特
集
　
相
島
の
笑
顔
を
守
る
人
た
ち
　
～
相
島
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
～

　
　
「
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
」

は
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の

で
す
か
。

　
　
２
０
１
３
年
ご
ろ
で
す

ね
。
最
初
は
３
人
だ
け
で
、

「
島
を
元
気
に
し
た
い
」と
い

う
思
い
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
最
初
の
名
前
は
別
で
し
た

が
、
す
ぐ
に「
ド
リ
ー
ム
ワ

ー
ク
ス
」に
変
わ
り
ま
し
た
。

　ＱＡ

相島ふれあい館にて
インタビューしました

　
相
島
で
活
動
す
る
地
域
団
体
「
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
」。

代
表
の
三み

舩ふ
ね

清き
よ

和か
ず

さ
ん
と
会
員
の
真ま

鍋な
べ

吉よ
し

臣お
み

さ
ん
に
、
立
ち

上
げ
の
き
っ
か
け
や
活
動
の
内
容
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。

　
　
メ
ン
バ
ー
は
現
在
何
人

で
す
か
。

　
　
登
録
し
て
い
る
の
は
30

人
く
ら
い
で
す
が
、
島
内
で

実
際
に
活
動
し
て
い
る
の
は

10
人
前
後
で
す
。
公
務
員
、

元
教
員
、
漁
業
関
係
者
な

ど
、
職
業
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
と
き
に
は
家

族
も
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。

　ＱＡ

　
　
主
な
活
動
内
容
は
。

　
　

一
番
大
き
い
の
は「
相

島
！
春
フ
ェ
ス
タ
」で
す
。

音
楽
ス
テ
ー
ジ
や
ブ
ー
ス
出

店
が
あ
っ
て
、
海
に
向
か
っ

て
演
奏
す
る
ん
で
す
よ
。

　

ま
た
島
の
行
事
へ
の
参

加
、
清
掃
活
動
、
焼
酎
づ
く

り
の
た
め
の
芋
の
植
え
付

け
・
収
穫
な
ど
も
し
て
い
ま

す
。

　ＱＡ

相島の芋でできた焼酎「相島」

　
　

活
動
の
中
で
、
大
変

だ
っ
た
こ
と
は
。

　
　
春
フ
ェ
ス
タ
に
な
る
前

は
、
手
探
り
状
態
で
真
夏
に

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
暑
す
ぎ

て
大
変
で
し
た
。

　
で
も
回
数
を
重
ね
る
ご
と

に
協
力
し
て
く
れ
る
人
が
増

え
て
、
定
着
し
て
い
き
ま
し

た
。

　ＱＡ

　
　
島
の
中
や
外
と
の
つ
な

が
り
に
は
変
化
が
あ
り
ま
し

た
か
。

　
　
町
内
の
山
間
部
や
、
他

の
団
体
と
の
つ
な
が
り
も
で

き
ま
し
た
。

　
立
花
山
の
竹
灯
籠
ま
つ
り

に
は
ブ
リ
の
味
噌
汁
を
出
し

て
い
ま
す
。

　
春
フ
ェ
ス
タ
に
は
島
外
の

人
も
ブ
ー
ス
を
出
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、

互
い
に
手
伝
い
合
っ
て
い
ま

す
。

　ＱＡ

　
　
最
後
に
、
島
の
み
な
さ

ん
や
読
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

　Ｑ
　
　
少
し
ず
つ
で
も
移
住
者

や
仲
間
が
増
え
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。
相
島
は
本
当
に
素

敵
な
場
所
で
す
。 

ぜ
ひ
相

島
に
来
て
く
だ
さ
い
。
一
緒

に
元
気
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
笑
顔
あ
ふ
れ
る
愛
の
島
で

す
。
ハ
ー
ト
型
の
島
で
、
仲

間
と
し
て
暮
ら
し
て
く
れ
る

人
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

Ａ

相島を一緒に元気にしましょう

　
新
宮
漁
港
か
ら
町
営
渡
船
で
約
20
分
。
歴
史
と
自
然
が
息
づ
く
相
島
で
は
、島
の
笑
顔
を
守
る
活
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

住
民
に
寄
り
添
い
、
訪
問
や
相
談
に
尽
力
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
看
護
師
さ
ん
。
春
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
や
清
掃
活
動
、

学
校
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
「
相
島
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
ス
」。
島
の
日
常
を
支
え
、
未
来
を
つ
く
る
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
相
島
で
今
起
き
て
い
る
前
向
き
な
地
域
づ
く
り
の
現
場
を
紹
介
し
、
そ
の
声
を
伝
え
る
た
め
現
地
を

訪
ね
ま
し
た
。
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特
集
　
相
島
の
笑
顔
を
守
る
人
た
ち
　
～
２
人
の
看
護
師
さ
ん
が
や
っ
て
き
た
～

　

二
人
の
看
護
師
さ
ん
に
つ
い
て

相
島
の
み
な
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た　

　地域おこし協力隊の看護師さんが令和7年1月に相島へ移住し、診療所勤務が
スタートしました。
　島民のみなさんの期待を担うお二人に、インタビューしました。

相島診療所前にて

・
日
祝
日
も
い
て
く
れ
る
の
で
安
心
。

・
子
ど
も
３
人
も
な
つ
い
て
る
よ
。

・
週
１
回
家
に
見
に
来
て
く
れ
る
。

・
散
歩
中
に
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
れ
て
安
心
。

・
足
ま
で
さ
す
っ
て
く
れ
た
よ
。

・ 

一
人
暮
ら
し
な
の
で
、
移
住
し
て
く
れ
て
心
強
い
。

・
薬
の
残
り
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
れ
る
。

原
はら
田
だ
志
し
野
の
さん 光

みつ
本
もと
恭
きょう
子
こ
さん

地域のサロンで見守りしています

光本さんイチ推しの相島の風景

相島聞いてびっくりな話！
　「〇〇丸」など船の名前で呼び合
うので、早く覚えたい。

　　おばあちゃんっ子でした。
祖母の病気がきっかけで看護師
になりました。

Ａ

　　どんな子どもだった。　Ｑ

　　相島に暮らしてみての感想
は。
　Ｑ

　　お互いを見守る人々が温か
いと感じました。海が見え、ゆ
ったり時間が流れています。

Ａ

　　病院勤務と広川町役場で保
健師を10年していました。
Ａ

　　これまでの経歴を教えて。　Ｑ

　　自分のペースでやりすぎず
焦らず進めていきたいです。
　家庭訪問を行いながら、なる
べく介護を必要としない身体づ
くり・栄養指導を行いたいで
す。
　75歳以上の方が多く、生活の
困り事などを聞き取り、対処法
を見つけていきたいです。

Ａ

　　仕事の心がけや目標は。　Ｑ

　　山育ちで栗拾い・びわ取り
が大好きな子どもでした。
Ａ

　　どんな子どもだった。　Ｑ

　　これまでの経歴を教えて。　Ｑ

　　大阪で30年病院勤務し、田
舎を希望し奄美大島ほか離島で
勤務しました。

Ａ

　　相島に暮らしてみての感想
は。
　Ｑ

　　声をかけあい、とてもフレ
ンドリーです。家族の介護帰省
の割引をしてほしいです。

Ａ

　　仕事の心がけや目標は。　Ｑ

　　もっと深く関われれば、健
康づくりの活動・運動サポー
ト・生活アドバイスなどを実践
したいです。

Ａ

　
相
島
で
出
会
っ
た
み
な
さ
ん
の
言
葉
や
行
動
に
は
、

「
誰
か
の
た
め
に
動
く
」強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
知
恵
を
出
し
合
い
、
支
え
合
う
姿
は
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
現
場
の
声
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
く
責
任
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
笑

顔
を
守
る
取
り
組
み
を
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

〜
取
材
を
終
え
て
〜



4令和７年７月発行
しんぐう町議会だより 第１１０号

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
２
２
６
万
６
千
円
を
増
額
し
、

総
額
を
１
７
１
億
８
１
６
０
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会
へ
付
託
）人工芝を張り替える

杜の宮テニスコート

中学校体育館に中学校体育館に

エアコンエアコンをを設置！設置！
新宮中学校体育館空調機設置新宮中学校体育館空調機設置等等工事工事
契約金額　1億３４４２万円契約金額　1億３４４２万円
工期　令和８年１月９日まで工期　令和８年１月９日まで

新宮東中学校体育館空調機設置工事新宮東中学校体育館空調機設置工事
契約金額　9５２４万９千円契約金額　9５２４万９千円
工期　令和８年１月９日まで工期　令和８年１月９日まで

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

移
動
式
バ
ス
ケ
ッ
ト

　
　
ゴ
ー
ル
購
入

　
　
町
民
体
育
館
で
あ
る
。

Ａ
　
　
体
育
館
空
調
機
設
置
工

事
に
伴
い
、
移
動
式
ゴ
ー
ル

を
購
入
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ど
こ
で
使
う
の
か
。

　Ｑ
　
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
人
工

芝
を
全
面
張
り
替
え
る
予
定

で
あ
る
。

Ａ
　
　
工
事
の
内
容
は
。

　Ｑ 杜
の
宮
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

　
　
　
　
　
　
整
備
工
事

　
　
あ
る
程
度
長
い
期
間
で

運
用
す
る
方
が
、
事
業
と
し

て
十
分
取
り
組
ん
で
い
け
る

と
考
え
て
い
る
。

Ａ

　
　
期
間
は
５
年
間
と
あ
る

が
、
長
期
契
約
を
す
る
メ

リ
ッ
ト
は
。

　Ｑ 島
の
駅
あ
い
の
し
ま
・

　
こ
み
ん
か
み
か
ん
の

　
　
　
　
指
定
管
理
委
託

　
　
プ＊
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

事
業
者
を
選
考
し
た
い
。
新

し
い
事
業
者
の
参
入
も
考
え

５
年
間
と
し
て
い
る
が
、
期

間
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

の
余
地
は
あ
る
。

Ａ
　
　
単
年
度
契
約
に
し
て
、

柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
た
方
が
良
い
の
で
は
。

　Ｑ

工
事
請
負
契
約
の
締
結

立
花
小
学
校
特
別
教
室
棟

及
び
渡
り
廊
下
等
新
設
工
事

〇
契
約
金
額　

　
４
億
２
０
４
２
万
円

〇
契
約
の
相
手
方　

　
株
式
会
社　
飯
田
工
務
店

〇
工
期　

　
令
和
９
年
１
月
８
日
ま
で

　
　
学
童
保
育
所
部
分
に
関

し
て
、
国
か
ら
３
分
の
２
、

県
か
ら
６
分
の
１
の
補
助
金

が
あ
る
。

Ａ
　
　
国
や
県
か
ら
の
補
助
は

あ
る
の
か
。

　Ｑ

　
第
２
回
定
例
会
を
、
令
和
７
年
６
月
５
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
専
決
処
分
６
件
、
条
例
の
制
定・改
正
３
件
、
補
正
予
算
７
件
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
４
件
、
財
産
の
取
得
３
件
、

発
議
２
件
、合
計
25
件
を
審
議
し
、承
認・可
決
し
ま
し
た
。人
事
案
件
１
件
を
同
意
、請
願
１
件
を
み
な
し
採
択
と
し
、

報
告
11
件
を
受
け
、
一
般
質
問
は
６
人
が
行
い
ま
し
た
。

快適な学び舎へ！快適な学び舎へ！

＊ 【
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
】公
共
事

業
や
業
務
委
託
な
ど
で
、
発
注

者
が
複
数
の
事
業
者
か
ら
企
画

提
案
を
募
り
、
最
も
優
れ
た
提

案
を
選
定
す
る
方
式

定

例

会
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設
置
目
的
お
よ
び
調
査
事
項
や
今
後
の
委
員
会
の
進
め
方

に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
大
き
な
財
政
出
動
が
伴
う
こ
と

を
判
断
基
準
の
一
つ
と
し
て
次
の
テ
ー
マ
を
決
定
し
ま
し

た
。

①
新
町
民
体
育
館
建
設
に
つ
い
て

②
玄
界
環
境
組
合
の
新
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て

③
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
次
回
の
委
員
会
で
は
、
今
後
の
人
口
を
ベ
ー
ス
に
し
た
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
通
し
を
政
策
経
営
課
か
ら
、
各
テ
ー
マ
に

関
連
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
説
明
を
担
当
課
か
ら
受
け
る
こ

と
を
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

　
各
テ
ー
マ
か
ら
見
え
る
現
状
と
課
題
の
報
告
を
担
当
課
か

ら
受
け
ま
し
た
。

【
今
後
の
人
口
推
移
に
つ
い
て（
政
策
経
営
課
）】

　
第
２
期
新
宮
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
将
来
人
口
の
目
標

値
を
２
０
６
０
年
に
３
万
２
千
人
と
し
、
高
齢
化
率
に
つ
い

て
は
、
30
％
前
後
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
９
月

定
例
会
に
お
い
て
次
期
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
示
す
る
予
定
。

〇
提
出
者　
横
大
路　
政
之

〇
賛
成
者　
西　
健
太
郎

　
　
　
　
　
庵
原　
伸
一

　
　
　
　
　
大
牟
田　
直
人

　
議
長
を
除
く
11
人
で
構
成
す
る
委
員
会
（
委
員
長　
横
大
路　
政
之
、
副
委
員
長　
片
岡　
誠
治
）
を
設
置
し
、
５
月

14
日
、
６
月
９
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
４
月
16
日
、
第
２
回
臨
時
会
を
開
催
し
、
発
議

1
件
を
審
議
し
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
常

任
委
員
会
委
員
、議
会
運
営
委
員
会
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　
本
町
は
近
年
急
速
な
人
口
増
加
を
遂
げ
、
今
後
も
下
府
地

区
、
三
代
地
区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
人
口
増
加
す

る
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
中
長
期
的
に
は
人
口
減
少
、

高
齢
化
の
進
行
、
地
域
活
力
の
低
下
に
加
え
、
近
年
頻
発
す

る
自
然
災
害
対
策
も
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

　
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
、
議
会
が
主
体
的
、
集
中
的
に
地
域
の
活
性

化
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
重
要
な
施
策
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
し
、
意
見
具
申
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
特

別
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
。

【
新
町
民
体
育
館
建
設
に
つ
い
て（
社
会
教
育
課
）】　

　
令
和
６
年
度
に
副
町
長
を
委
員
長
と
し
て
新
体
育
館
建
設

庁
内
検
討
委
員
会
を
設
置
し
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
く
。

【
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
に
つ
い
て（
環
境
課
）】

　
古
賀
市
、
福
津
市
、
宗
像
市
お
よ
び
新
宮
町
で
構
成
さ
れ

た
玄
界
環
境
組
合
で
は
、
古
賀
清
掃
工
場
、
宗
像
清
掃
工
場

が
平
成
15
年
度
の
供
用
開
始

か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
老

朽
化
や
修
繕
費
の
高
騰
な
ど

の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

令
和
６
年
３
月
に
新
ご
み

処
理
施
設
整
備
基
本
構
想
が

策
定
さ
れ
、
建
設
地
選
定
を

含
め
令
和
15
年
度
か
ら
の
稼

働
の
予
定
で
協
議
し
て
い
る
。

【
新
宮
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
仮
称
）

の
進
捗
に
つ
い
て（
都
市
整
備
課
）】

　
令
和
６
年
10
月
18
日
、
準
備
会
を
設
立
し
事
業
化
に
向
け

て
検
討
を
開
始
し
て
い
る
。
ま
た
、
個
別
に
関
係
機
関
と
の

協
議
を
行
い
、
実
施
計
画
書
案
の
精
度
を
高
め
て
い
る
。
引

き
続
き
関
係
機
関
と
綿
密
な
協
議
を
進
め
て
い
く
。

地
域
活
性
化
・
未
来
創
造
調
査
特
別
委
員
会
設
置

発
議

第
１
回
委
員
会（
５
月
14
日
）

第
２
回
委
員
会（
６
月
９
日
）

古賀清掃工場（エコロの森）

発展する新宮町（下府地区）

地
域
活
性
化
・
未
来
創
造
調
査
特
別
委
員
会

臨
　
時
　
会

臨
　
　
時
　
　
会

特

別

委

員

会
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委

員

会

報

告

　　◇社会教育課 ◇学校教育課 ◇健康福祉課 ◇子育て支援課 ◇産業振興課 ◇環境課
　　◎横大路政之 ○安武久美子・江口正明・温水眞・上畝地白馬 ◎委員長 ○副委員長

文教文教
生活生活
文教
生活

旧東幼稚園施設の有効活用を

　令和7年6月1日付で医師が交代しました。
　専門は消化器内科で、本土からの通勤となりま
す。

新宮幼稚園

・ 町立幼稚園の新たな取り組みとして週2回の弁
当給食、満3歳児の受け入れを開始したとの報
告を受けました。

・ 今年度の満3歳入園には立花幼稚園2人・新宮
幼稚園3人の希望者がありました。

・ 新宮幼稚園でも、立花幼稚園で行っている預か
り保育について検討中との報告を受けました。

旧東幼稚園舎（園庭より）相島診療所医師交代
町立幼稚園の

入園希望者の増加策を

　　 町立幼稚園と小学校との連携ができているこ
とをアピールしたい。

　　今後、導入を検討しているテーマが複数ある。

Ａ

　　 さらなる入園希望者増加策が必要ではないか。　Ｑ

　　 ほとんど漁港の監視船で対応できるので、ヘ
リしか 使えないことはごく稀である。

　　 福岡市の消防ヘリの試験運行を実施した。ヘ
リポートとしている箇所に散水の必要があり、
課題も残るため、今後検討の必要がある。

Ａ

　　 ドクターヘリの運行が停止されているが、緊
急対応は大丈夫か。

　Ｑ

　　 現在は学校教育課が管理しており、施設の利
用方針が決定された時に所管課へ移管する。

Ａ

　　 現状の施設管理体制はどうなっているのか。　Ｑ

　令和7年6月10日の委
員会で、各課の報告を
受けました。

　　 現状は草刈りや必要最小限の保守・点検を
行っている。

Ａ

　　 現在の管理状況は。　Ｑ

相島診療所

＊  【PPP(Public Private Partnership)】公共事業を
公共団体と民間が連携して行う手法。

　再利用に向けた基本構想の策定に着手したとの報告を受けました。
・ 施設の再利用が可能かを含めて、子育て施設などを含む複合的な利
用を検討するとのことです。
・事業手法（P

＊
PP など）も併せて検討されます。



7 令和７年７月発行
しんぐう町議会だより 第１１０号

委

員

会

報

告

　　◇総務課 ◇政策経営課 ◇地域協働課 ◇税務課 ◇住民課 ◇会計課 ◇都市整備課 ◇上下水道課 ◇議会事務局 
　　◇他の常任委員会に属さない事務 ◎庵原伸一 ○西健太郎・片岡誠治・大牟田直人・北崎和博・牧野真紀子 ◎委員長 ○副委員長

総務総務
建設建設
総務
建設

　現在は町のイベント情報、ごみ出し日のお知ら
せ配信、防災避難所の検索、防災行政無線などが
主な配信内容です。
　今後は、LINE の特性を生かした、より早い情
報提供の仕組みを構築していきたいとのことで
す。

町公式 LINE
登録者2000人突破

　令和7年6月11日の委
員会で、各課の報告を
受けました。

　　 上限はない。Ａ

　　 登録者数の上限はあるのか。　Ｑ

地震動想定及び津波浸水想定結果（断層別）

津波浸水想定の結果（予測）

今回調査 津波浸水想定調査
（Ｈ 28 年）

最高津波
水位（ｍ）

津波が最大
となる地震

最高津波
水位（ｍ）

想定する
地震

2.93 対馬東水道
断層 2.40 西山断層

町公式 LINEの
登録はこちら▶

最高津波水位予測
2.93メートルに

　日本海南西部における9つの海域活断層による、地震・津波被害想定調査
の必要性を判断するため、福岡県は地震動や津波高などの予備調査を実施し
ました。
　本町の最高津波水位予測は2.93㍍（平成28年調査では2.40㍍）でした。
　今後県はこの調査をもとにした、津波の被害想定調査を実施する見込みで
す。

国民健康保険等
マイナ保険証登録進む

　国民健康保険証の新規発行が令和6年12月2日
に終了し、マイナ保険証を基本とする仕組みに移
行しています。7月中旬より、マイナ保険証の未
所有者には資格確認書、マイナ保険証所有者には
資格情報のお知らせを送付するとの報告を受けま
した。
　また、後期高齢者医療に関してはマイナ保険証
の有無に関わらず資格確認書が送付されます。

　　 国民健康保険は被保険者4411人中3170人、
71.86%がマイナ保険証に登録している。　　
後期高齢者については3月末時点で、加入者
3316人中2383人、71.86％が登録しており、全
国平均67.6%、県平均67.3%のいずれも上回っ
ている。

Ａ

　　 マイナンバーカードを保険証に紐づけしてい
る人は、どのくらいいるのか。

　Ｑ

後期高齢者医療資格確認書（見本）

見本
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

　一般質問とは、定例会において議員が町の行財
政全般について、町と政策論争をするものです。
　質問事項は事前に通告し、質問者は30分の持
ち時間内で質問します。
　第2回定例会の一般質問は、令和7年6月6日
（金）、9日（月）に6人が行いました。
　会議録は、議会事務局および町立図書館で閲覧で
きます。また、質問の様子は録画配信しています。
※一般質問の原稿は質問者の提出原稿をもとに作成しています。

1　横大路政之　　議員 ………………  9
　•観光振興とふるさと納税の展望は

2　温水　　眞　　議員 ……………… 10
　•小学校給食費無償化を10月から実施しては

3　庵原　伸一　　議員 ……………… 11
　•インクルーシブな公園の長期ビジョンは

4　大牟田直人　　議員 ……………… 12
　•行事ごとのボランティア募集を

5　安武久美子　　議員 ……………… 13
　•公共施設をクーリングシェルターに

6　江口　正明　　議員 ……………… 14
　•地域コミュニティ機能の再生強化策は
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一
般
質
問
　
町
政
を
問
う

観光振興と
ふるさと納税の展望は

「おもてなし協会」と
ともに努力していく 町長

施
策
方
針
の
中
か
ら
２
点
伺
う

横
よ こ

大
お お

路
じ

政
ま さ

之
ゆ き

 議員

　
　
施
政
方
針
で
掲
げ
ら
れ

た
観
光
振
興
と
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
町
の
観
光
は
産
業
と
し

て
確
立
さ
れ
て
い
る
と
は
言

え
な
い
。
今
後
、
観
光
振
興

を
図
る
意
義
や
役
割
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

問
　
　
　

町
内
に
お
住
ま
い
の

み
な
さ
ん
に
改
め
て
町
の
魅

力
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
観
光
振
興
の
一
つ
で
あ

る
。

　
な
か
な
か
実
を
結
ん
で
い

な
い
が
、
観
光
消
費
を
促
し

て
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
に
意
義
や
役
割

が
あ
る
。

町
長

　
　
観
光
振
興
は
経
済
活
動

に
結
び
つ
か
な
い
と
維
持
存

続
で
き
な
い
。
地
域
の
み
な

さ
ん
に
経
済
効
果
を
理
解
し

て
も
ら
い
、
実
践
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
が
見
解
は
。

問
　
　
　

民
間
の
人
が
継
続
し

て
行
う
の
が
観
光
の
根
本
で

あ
る
と
思
う
が
、
そ
れ
が
難

し
い
こ
と
は
、
本
町
も
認
識

を
強
く
持
っ
て
い
る
。

町
長

新宮町ふるさと納税特設サイト

　
　
こ
れ
ま
で
寄
附
金
が
順

調
に
増
加
し
て
き
た
理
由
と

全
国
の
寄
附
金
総
額
が
史
上

最
高
額
を
突
破
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
本
町
は
減
少
し

た
。
こ
れ
は
な
ぜ
だ
と
思
う

か
、
見
解
を
伺
う
。

問
　
　
　

Ｐ
Ｒ
に
か
な
り
の
費

用
を
か
け
て
い
た
の
で
全
国

の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
け

た
。

　
し
か
し
総
務
省
の
ル
ー
ル

改
正
で
、
そ
れ
ま
で
行
っ
て

い
た
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
要
因

で
あ
る
。

町
長

島の駅あいのしま

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
附
金
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
と
考

え
ら
れ
る
。

　
今
後
は
寄
附
金
の
目
標
額

を
適
正
化
し
、
返
礼
品
の
選

定
基
準
や
供
給
体
制
の
方
針

を
明
確
に
す
べ
き
と
思
う

が
、
見
解
は
。

問
　
　
　

寄
附
金
額
は
令
和
４

年
度
53
億
円
、
令
和
５
年
度

48
億
円
、
令
和
６
年
度
37
億

円
と
減
少
傾
向
で
あ
る
。

　
ア
マ
ゾ
ン
の
寄
附
受
付
を

開
始
す
る
な
ど
寄
附
金
の
増

額
を
め
ざ
し
て
い
る
。

町
長

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
附
金
は
重
要
な
財
源
と

な
っ
て
い
る
が
、
寄
附
額
が

減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
は
依

存
度
を
低
減
せ
ざ
る
を
得
な

い
事
態
も
想
定
さ
れ
る
。

　
今
後
、
寄
附
金
は
財
源
と

し
て
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け

る
の
か
、
見
解
を
伺
う
。

問
　
　
　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

は
非
常
に
重
要
な
自
主
財
源

で
あ
り
、
考
え
が
変
わ
る
こ

と
は
な
い
。

　
ま
た
、
魅
力
的
な
返
礼
品

の
開
発
や
発
掘
な
ど
に
「
お

も
て
な
し
協
会
」
と
と
も
に

努
力
し
て
い
く
。

町
長
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食
育
の
充
実
と
家
庭
へ

の
波
及
効
果
に
つ
い
て
、
食

育
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら

ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
い

る
の
か
。

温
ぬ く

水
み す

　　眞
まこと

 議員

小学校給食費無償化を
10 月から実施しては

国の動向を注視し
慎重に検討したい町長

食
品
の
値
上
げ
が
相
次
ぎ
、

家
計
は
苦
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る

　
　
自
由
民
主
党
、公
明
党
、

日
本
維
新
の
会
に
よ
る
三
党

合
意
で
、
令
和
８
年
度
か
ら

小
学
校
給
食
費
無
償
化
を
実

現
す
る
と
明
記
さ
れ
た
が
、

本
年
10
月
か
ら
実
施
し
た
ら

ど
う
か
。

　
　
町
立
小
学
校
で
、
給
食

を
食
べ
て
い
な
い
児
童
の
割

合
と
主
な
理
由
は
。

問

問

　
　
　

物
価
高
騰
に
よ
る
給

食
費
の
増
額
分
が
保
護
者
の

負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う

に
、
町
は
令
和
５
年
度
か
ら

補
助
し
て
い
る
。

　
将
来
的
な
給
食
費
無
償
化

の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る

が
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、慎
重
に
検
討
し
た
い
。 　

　
　
　
令
和
７
年
度
の
全

児
童
数
は
２
５
１
９
人
で
、

給
食
を
食
べ
て
い
な
い
児
童

は
13
人
、
０
･
52
％
相
当
で

あ
る
。理
由
は
ア
レ
ル
ギ
ー
、

宗
教
上
の
理
由
、
不
登
校
な

ど
で
あ
る
。

町
長

カロリー数は約620kcal

　
　
第
６
次
新
宮
町
総
合
計

画
に
よ
る
35
年
後
の
人
口
予

測
は
、
15
歳
以
下
の
年
少
人

口
が
約
16
％
、
高
齢
者
は
約

33
％
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
向

け
の
対
応
と
し
て
、
現
在
自

校
式
で
運
営
さ
れ
て
い
る
学

校
給
食
を
、
セ
ン
タ
ー
方
式

に
し
て
集
中
化
し
、
高
齢
者

へ
も
配
食
す
る
な
ど
考
え
ら

れ
な
い
か
。

問
　
　
　
小
学
生
で
必
要
な
栄

養
素
と
、
高
齢
者
で
は
大
き

く
違
い
が
あ
る
と
思
う
。

　

食
事
の
内
容
、
調
理
ス

タ
ッ
フ
数
、
配
食
時
間
な
ど

も
考
慮
す
る
と
、
簡
単
に
で

き
る
話
で
は
な
い
。

町
長

問
　
　
　
　

地
元
食
材
の
活
用

に
よ
る
地
産
地
消
の
強
化

や
、
家
庭
に
お
け
る
食
育
と

の
連
携
を
一
層
深
め
て
い
き

な
が
ら
、
持
続
可
能
で
豊
か

な
食
の
あ
り
方
を
町
全
体
で

育
ん
で
ま
い
り
た
い
。

　
　
小
学
校
給
食
を
無
償
化

に
し
た
場
合
に
発
生
す
る
、

町
の
新
た
な
年
間
財
政
支
出

額
は
。

問

　
　
　
小
学
校
給
食
費
の
み

で
、
年
間
約
１
億
６
３
０
０

万
円
が
見
込
ま
れ
る
。

町
長

喫食率は99.48％

教
育
長

教
育
長



一
般
質
問
　
町
政
を
問
う

11 令和７年７月発行
しんぐう町議会だより 第１１０号

イ＊ ンクルーシブな
公園の長期ビジョンは
計画的に公園環境整備

に取り組みたい 町長

高
齢
者
、子
ど
も
、障
が
い
者
、誰
も
が

遊
べ
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
環
境
を

庵
い

原
は ら

　伸
し ん

一
い ち

 議員

　
　
町
内
で
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
公
園
環
境
を
実
現
し
て

い
る
公
園
は
あ
る
か
。

　
ま
た
、
既
存
の
公
園
で
は

ど
の
よ
う
な
整
備
が
さ
れ
て

い
る
か
。

問
　
　
　

町
内
に
は
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
公
園
は
な
い
。

　
公
園
整
備
は
、
町
と
し
て

福
岡
県
の
「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
条
例
」、「
都
市
公
園
の

移
動
等
円
滑
化
整
備
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
な
ど
を
踏
ま
え
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
園

路
、
ト
イ
レ
な
ど
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
や
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

町
長

　
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
公

園
環
境
の
整
備
計
画
は
あ
る

の
か
。

　
ま
た
、
遊
具
の
設
置
だ
け

で
な
く
、
公
園
ま
で
の
ア
ク

セ
ス
、
周
辺
環
境
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
利
用
者
へ
の
啓

発
活
動
な
ど
、
長
期
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
は
。

問

　
　
　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公

園
環
境
整
備
計
画
は
持
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
現
在
進

め
て
い
る
下
府
と
三
代
土
地

区
画
整
理
事
業
区
域
内
で
の

新
た
な
公
園
整
備
は
、
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
な
ど
の
設

置
を
土
地
区
画
整
理
組
合
に

お
願
い
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
宮
ふ
れ
あ
い
の

丘
公
園
の
拡
大
区
域
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
公
園
環
境
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
環
境

町
長

緑ケ浜公園内遊具

整
備
に
関
す
る
指
針
や
公
園

施
設
の
長
寿
命
化
計
画
、
再

整
備
計
画
な
ど
の
策
定
が
必

要
か
ど
う
か
検
討
し
、
新
た

に
整
備
す
る
公
園
だ
け
で
な

く
、
既
存
公
園
の
改
修
や
更

新
な
ど
の
機
会
を
と
ら
え
計

画
的
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公

園
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
踏
ま
え

て
整
備
を
進
め
て
き
た
。

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
に

関
し
て
は
、
ま
だ
多
く
の
市

場
に
出
回
っ
て
い
な
い
た

め
、
整
備
実
績
は
な
い
。

インクルーシブな公園遊具（佐賀県上峰町）

＊ 【インクルーシブ】「包括的な」「包み込むような」という意味で、
多様な人々が共に社会に参加し共生できる状態をさす。



一
般
質
問
　
町
政
を
問
う

12令和７年７月発行
しんぐう町議会だより 第１１０号

大
お お

牟
む

田
た

直
な お

人
と

 議員

行事ごとの
ボランティア募集を

ニーズを確認し
今後取り組みたい町長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
や
す
い

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
本
町
に
は
、
地
域
を
支

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
あ
り
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

重
要
な
存
在
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際

に
ど
の
よ
う
な
活
動
が
あ
る

の
か
、
参
加
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
の
情
報
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
探
し

や
す
い
と
は
言
え
な
い
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
魅

力
や
情
報
を
効
果
的
に
発
信

す
る
仕
組
み
の
強
化
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
ど
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
あ
る
か
、
Ｐ
Ｒ
す
る
手

段
と
し
て
、
町
が
新
た
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
。

　
　
近
隣
自
治
体
で
実
施
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
行
事
ご
と
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
や
公
共
施

設
で
の
掲
示
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
証
明
書
の
発
行
な
ど

の
取
り
組
み
を
本
町
で
も
実

施
で
き
な
い
か
。

問

問

　
　
　
多
く
の
み
な
さ
ん
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
に
多
大
な
る
貢
献

を
し
て
い
る
こ
と
に
、
こ
の

場
を
借
り
改
め
て
感
謝
を
述

べ
た
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ア
ク

テ
ィ
ブ
新
宮
に
お
い
て
本
町

内
の
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
活
動
理
念
や
目
的
、
そ
し

て
活
動
内
容
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

活
動
に
興
味
を
持
っ
た
人
が

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
直

接
連
絡
を
と
る
こ
と
や
、
各

団
体
を
紹
介
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
認
知
度
を
高
め
、
そ
の
活

動
に
参
加
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
る
こ
と
は
、
地

域
活
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
町
の
大
き
な

力
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

　

提
案
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
確
認

し
な
が
ら
、
今
後
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

町
長

町
長

ボランティア募集掲示板
（古賀市）

新宮町ホームページボランティア情報
行事ごとのボランティア募集を！

　
福
祉
関
係
の
個
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
お
い
て
は
、
新
宮

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口

と
な
り
、
各
団
体
の
Ｐ
Ｒ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
人

と
受
け
た
い
人
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
っ
て
い
る
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て
町
が
新
た
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
は
、
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
行
う
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
発
信
す
る
こ
と

で
、
各
団
体
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
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公共施設を
ク＊ ーリングシェルターに
指定について

前向きに検討したい 町長

熱
中
症
リ
ス
ク
を
軽
減
し
、
安
全
で

快
適
な
夏
を
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
を

　
　
近
年
、
猛
暑
日
が
続
き

熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
が

相
次
い
で
い
る
。
粕
屋
北
部

消
防
本
部
調
べ
で
は
、
出
動

回
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

屋
外
作
業
中
、
運
動
競
技
中

の
ほ
か
屋
内
で
も
発
生
し
て

い
る
。
年
齢
層
は
８
歳
か
ら

80
歳
代
後
半
ま
で
幅
広
い
。

　
町
民
の
健
康
と
安
全
を
守

る
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
と
し
て
公
共
施
設
な

ど
を
開
放
で
き
な
い
か
。

問
　
　
　
町
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
今
年
度
ミ
ス
ト

装
置
を
沖
田
中
央
公
園
に
２

箇
所
設
置
予
定
で
現
在
工
事

安
や す

武
た け

久
く

美
み

子
こ
 議員

町
長

　
　

今
後
の
ク
ー
リ
ン
グ

シ
ェ
ル
タ
ー
の
検
討
内
容
と

し
て
、
民
間
企
業
と
の
協
定

や
公
民
館
を
指
定
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

問
　
　
　

民
間
と
の
協
定
は
、

町
の
公
共
施
設
を
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
指
定

す
る
際
に
、
あ
わ
せ
て
相
談

し
た
い
。

　
公
民
館
は
各
行
政
区
の
協

力
が
得
ら
れ
れ
ば
電
気
代
の

補
助
な
ど
も
あ
わ
せ
て
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
長

給水スタンド
（志免町庁舎）

 

クーリングシェルター
環境省推奨のマーク

　
　
外
出
時
の
水
分
補
給
は

必
須
だ
が
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
な
ど
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
マ
イ
ボ

ト
ル
を
持
参
す
る
人
が
増
え

問

　
　
　
マ
イ
ボ
ト
ル
の
利
用

促
進
は
、
地
球
環
境
保
護
の

観
点
か
ら
推
進
す
る
べ
き
考

え
方
だ
と
思
う
。
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
し
て
い

る
本
町
に
も
関
連
性
の
あ
る

施
策
の
一
つ
と
考
え
て
い

る
。

　
以
前
あ
っ
た
冷
水
器
を
撤

去
し
た
経
緯
や
、
ま
た
設
置

す
る
際
に
は
施
設
の
選
定
、

設
備
の
維
持
管
理
な
ど
を
総

合
的
に
考
え
な
が
ら
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

町
長

＊ 【クーリングシェルター（指定暑熱避難施設）】熱中症による重大な
健康被害の発生を防止するため市町村が指定した施設で、一般に開
放し、暑さをしのぐ場所。

中
で
あ
る
。
公
園
内
の
せ
せ

ら
ぎ
水
路
も
７
月
か
ら
９
月

ま
で
土
・
日
に
流
水
を
再
開

す
る
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

の
指
定
は
し
て
い
な
い
が
、

シ
ー
オ
ー
レ
新
宮
1
階
ホ
ー

ル
や
２
階
図
書
館
、
そ
ぴ
あ

し
ん
ぐ
う
な
ど
は
現
在
も
館

内
を
開
放
し
て
お
り
、
す
で

に
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
シ
ー
オ
ー
レ
新
宮
、
そ
ぴ

あ
し
ん
ぐ
う
、
ふ
れ
あ
い
交

流
館
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

指
定
候
補
と
し
て
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

て
い
る
。
い
つ
で
も
冷
た
い

水
が
供
給
で
き
る
給
水
設
備

を
、
公
共
施
設
に
設
置
で
き

な
い
か
。
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江
え

口
ぐ ち

　正
ま さ

明
あ き

 議員

地域コミュニティ機能
の再生強化策は

地域の方と一緒に
最適な政策を考えたい町長

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
し
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援
を

　
　
各
行
政
区
の
自
治
会
・

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
子
ど
も
育

成
会
活
動
の
現
状
分
析
と
、

こ
れ
ら
団
体
が
直
面
す
る
課

題
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

　
　
第
６
次
新
宮
町
総
合
計

画
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
と
い
う
目
標
達
成

問
　
　
　

本
町
の
自
治
会
加
入

率
は
、
77
･
４
％
と
年
々
下

が
っ
て
お
り
、
役
員
の
な
り

手
不
足
や
高
齢
化
に
よ
る
活

動
の
停
滞
が
あ
る
。

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
子
ど
も

育
成
会
に
お
い
て
も
、
後
継

者
不
足
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
希
薄
化
が
大
き
な
課

題
で
あ
る
。

　
　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
活
発
で
あ
る
こ
と
が
目
標

実
現
の
た
め
に
重
要
な
施
策

も
多
く
あ
る
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機

能
低
下
が
、
こ
れ
ら
の
施
策

に
与
え
る
影
響
は
少
な
く
な

い
と
考
え
て
い
る
。

町
長

町
長

地域活動のデジタル化支援例（地域コミュニ
ティに関する研究会報告書：総務省）

　
　
国
は
、
自
治
会
な
ど
の

地
域
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
て
お
り
、
国
の
財
政
措

置
も
あ
る
。

　
本
町
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

基
盤
整
備
を
進
め
る
な
ら

ば
、
国
か
ら
お
金
を
引
っ

張
っ
て
く
る
の
も
一
つ
の
方

法
だ
と
思
う
が
、
見
解
は
。

問

　
　
　

実
施
す
る
際
に
は
、

国
の
補
助
金
が
あ
れ
ば
活
用

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
長

みんなの力でつくる持続可能なまち
（第6次新宮町総合計画概要版）

　
　
地
域
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
で
一
番
危
惧
す
る
の

は
、
災
害
発
生
時
の
地
域
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
に
あ
る
。

　
共
助
の
担
い
手
と
な
る
自

主
防
災
組
織
が
、
ス
ム
ー
ズ

か
つ
適
切
に
防
災
機
能
を
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
も
、
日
頃

か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

構
築
し
て
お
く
こ
と
が
、
命

を
守
る
最
大
の
武
器
で
は
な

い
か
、
見
解
は
。

問
　
　
　
地
域
の
力
が
落
ち
る

と
い
う
こ
と
は
防
災
力
の
低

下
に
つ
な
が
る
と
思
う
。　

町
長

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機

能
の
再
生
強
化
を
図
り
、
住

民
の
絆
を
深
め
、
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
整

備
や
課
題
解
決
の
た
め
の
住

民
参
画
へ
の
具
体
的
な
方
策

に
つ
い
て
、
見
解
は
。

問
　
　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
の
た
め
、
地
域
の

方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
、
解

決
課
題
に
最
適
な
政
策
を
考

え
て
い
き
た
い
。

町
長

に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が

不
可
欠
と
あ
る
。

　

現
状
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
低
下
が
、
目
標
達

成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
す
と
考
え
る
の
か
。

問

　
本
町
で
は
、
自
主
防
災
組

織
が
行
政
区
の
半
分
し
か
で

き
て
い
な
い
の
で
、
１
年
で

も
早
く
全
行
政
区
に
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
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審

議

結

果

○ 賛成　　● 反対　　ー欠席

令和7年第2回（6月）定例会における審議結果
種
別 件　　　名 内　　　容

採　
決

江
口　
正
明

片
岡　
誠
治

温
水　
　
眞

安
武
久
美
子

庵
原　
伸
一

西　
健
太
郎

大
牟
田
直
人

横
大
路
政
之

北
崎　
和
博

牧
野
真
紀
子

上
畝
地
白
馬

松
井　
和
行

専
決
処
分

新宮町税条例の一部を改正する条例の制定 地方税法等の一部が改正されたことによる条
例の一部改正 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
表
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん

令和6年度新宮町渡船事業特別会計補正予算 歳入歳出それぞれ483万9千円を減額し、
総額を歳入歳出2億560万円とするもの 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和6年度新宮町国民健康保険特別会計補正予算 歳入歳出それぞれ2億4847万9千円を減額し、
総額を23億7700万1千円とするもの 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和6年度新宮町後期高齢者医療特別会計補正予算 歳入歳出それぞれ125万7千円を増額し、
総額を4億6701万7千円とするもの 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和6年度新宮町相島診療所事業特別会計補正予算 歳入歳出それぞれ234万8千円を減額し、
総額4841万6千円とするもの 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和6年度新宮町一般会計補正予算 歳入歳出それぞれ4億8653万9千円を減額し、
総額177億4699万1千円とするもの 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

条
例
の
制
定

新宮町総合計画及びまち・ひと・しごと
創生総合戦略審議会条例の制定

新宮町総合計画と新宮町まち・ひと・しごと
創生総合戦略を一体化することに伴い、審議
会の設置、組織及び運営に関する必要事項を
定めるもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

新宮町水道条例及び新宮町簡易水道条例の一部を改正
する条例の制定

災害その他非常時において、他の市町村長が
指定した工事事業者による給水工事を実施可
能にするためのもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

新宮町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例及び新宮町特定教育・保育施設及び特定
地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定

子ども・子育て支援法施行規則の一部を改正
する内閣府令が施行されたことに伴い改正す
るもの

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

補
正
予
算

令和7年度新宮町渡船事業特別会計補正予算 歳入歳出それぞれ73万6千円を減額し、
総額1億7318万円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和7年度新宮町国民健康保険特別会計補正予算 歳入歳出それぞれ689万1千円を増額し、
総額24億7270万3千円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和7年度新宮町後期高齢者医療特別会計補正予算 歳入歳出それぞれ120万8千円を増額し、
総額4億9704万7千円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和7年度新宮町相島診療所事業特別会計補正予算 歳入歳出それぞれ12万8千円を増額し、
総額4940万9千円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和7年度新宮町水道事業会計補正予算 収益的支出に207万4千円を増額し、
総額7億9685万4千円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和7年度新宮町公共下水道事業会計補正予算 収益的支出に51万4千円を増額し、
総額9億9336万9千円とするもの 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

令和7年度新宮町一般会計補正予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

契
約

工事請負契約の締結
（新宮東小学校給食室空調設備等改修工事）

契約金額　8151万円
契約の相手方　香椎建設株式会社
工期　契約締結の日の翌日から令和7年8月26日まで

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結
（新宮中学校体育館空調機設置等工事）

契約金額　1億3442万円
契約の相手方　株式会社落石建設
工期　契約締結の日の翌日から令和8年1月9日まで

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結
（新宮東中学校体育館空調機設置工事）

契約金額　9524万9千円
契約の相手方　株式会社落石建設
工期　契約締結の日の翌日から令和8年1月9日まで

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結（立花小学校特別教室棟及び渡り廊
下等新設工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

財
産

財産の取得（学校給食用厨房機器購入）
契約金額　1115万4千円
契約の相手方　株式会社アイホール九州支店
工期　契約締結の日の翌日から令和7年8月22日まで

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得（学習用タブレット端末購入）
契約金額　2億3396万6260円
契約の相手方　株式会社内田洋行九州支店
工期　契約締結の日の翌日から令和7年8月31日まで

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

財産の取得（立花小学校及び新宮北小学校校務用パソコ
ン購入）

契約金額　1821万6千円
契約の相手方　株式会社麻生情報システム
工期　契約締結の日の翌日から令和7年8月22日まで

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

人
事 新宮町固定資産評価員の選任 財

ざい
間
ま
輔
たすく
氏 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

請
願

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度2分の1復元
をはかるための、2026年度政府予算に係る意見書採択
の要請

請願者　堀内香
紹介議員　庵原伸一　北崎和博 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

発
議

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に
係る意見書（案）の提出

提出者　横大路政之
賛成者　安武久美子　温水眞　江口正明 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

新宮町議会の議決事件に該当しない契約の報告に関す
る条例の一部を改正する条例の制定

政令により少額随意契約の基準額が見直され
たことを勘案し、新宮町議会の議決事件に該
当しない契約の報告の基準額を変更するもの
提出者　牧野真紀子
賛成者　大牟田直人　横大路政之　庵原伸一

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○

4ページを参照

4ページを参照
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常
任
委
員
会

　
土
地
利
用
や
上
下
水
道
な

ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
や
、
地

域
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な

ど
に
関
す
る
担
当
課
を
所
管

す
る
常
任
委
員
会
で
す
。
委

員
会
審
議
を
通
し
て
、
地
域

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う

に
、
公
正
か
つ
誠
実
に
職
務

を
遂
行
す
る
所
存
で
す
。

副
委
員
長　
西　
健
太
郎

　
　
委
員　
牧
野　
真
紀
子

　
　
　
　
　
北
崎　
和
博

　
　
　
　
　
大
牟
田　
直
人

　
　
　
　
　
片
岡　
誠
治

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
庵
原
伸
一

文
教
生
活
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長
　
横
大
路
政
之

　
生
活
に
直
結
す
る
教
育
や

環
境
・
福
祉
な
ど
の
担
当
課

を
所
管
す
る
常
任
委
員
会
で

す
。
特
に
多
様
化
す
る
子
育

て
支
援
や
高
齢
者
・
障
が
い

者
福
祉
な
ど
の
制
度
に
つ
い

て
、
委
員
会
審
議
を
通
し
て

わ
か
り
や
す
く
情
報
が
届
け

ら
れ
る
よ
う
な
委
員
会
活
動

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

副
委
員
長　
安
武　
久
美
子

　
　
委
員　
上
畝
地　
白
馬

　
　
　
　
　
温
水　
眞

　
　
　
　
　
江
口　
正
明

地
域
活
性
化
・
未
来
創
造

特
別
委
員
会

　
　
委
員
長
　
横
大
路
政
之

　
本
町
の
未
来
の
た
め
に
、

大
き
な
財
源
を
必
要
と
す
る

新
た
な
事
業
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
中
か
ら
議
会
が

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
事
業
に

つ
い
て
、
そ
の
必
要
性
や
内

容
の
適
格
性
を
委
員
全
員
で

精
査
し
、
議
会
の
意
見
を
事

業
に
反
映
す
る
た
め
に
設
置

し
た
特
別
委
員
会
で
す
。

副
委
員
長　
片
岡　
誠
治

　
　
委
員　
議
長
を
除
く

　
　
　
　
　
全
議
員

議
会
運
営
委
員
会

　
　
委
員
長
　
牧
野
真
紀
子

　
議
会
を
円
滑
・
効
率
的
に

運
営
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

る
委
員
会
で
す
。

①
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事

項（
会
期
、
議
案
や
請
願
な

ど
の
取
り
扱
い
）

②
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員

会
条
例
な
ど
に
関
す
る
事
項

③
議
長
の
諮し

問も
ん

に
関
す
る
事

項
　
こ
れ
ら
を
調
査
及
び
審
査

し
ま
す
。

副
委
員
長　
大
牟
田　
直
人

　
　
委
員　
横
大
路　
政
之

　
　
　
　
　
庵
原　
伸
一

議
会
改
革
推
進
会
議

　
　
会
長
　
江
口
正
明

　
本
会
議
は
、
議
会
の
あ
り

方
や
取
り
巻
く
環
境
の
調
査

研
究
な
ど
を
、
議
員
全
員
で

議
論
す
る
場
で
す
。

　
上
畝
地
副
会
長
と
二
人
三

脚
で「
何
を
し
て
い
る
の
か

分
か
ら
な
い
議
会
、
議
員
」

と
な
ら
な
い
た
め
に
、
知
恵

を
絞
っ
て
い
き
ま
す
。

　
乞
う
ご
期
待
！

副
会
長　
上
畝
地　
白
馬

　
　
　
　
全
議
員
で
構
成

特
別
委
員
会　
そ
の
他
の
委
員
会
・
会
議

　
広
報
委
員
会
は
、
議
会
活

動
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
お

伝
え
し
、
誰
も
が
手
に
取
り

た
く
な
る
よ
う
な
、
読
み
や

す
く
親
し
み
や
す
い
広
報
誌

を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

副
委
員
長　
片
岡　
誠
治

　
　
委
員　
上
畝
地　
白
馬

　
　
　
　
　
西　
健
太
郎

　
　
　
　
　
安
武　
久
美
子

　
　
　
　
　
江
口　
正
明

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
委
員
長
　
大
牟
田
直
人

　
　
４
月
16
日
の
第
２
回
臨
時
会
で
、
新
し
い
委
員
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
議
員
は
い
ず
れ
か
の
常
任
委
員
会
に
所
属
し
て
、
議
会
開
会
中
お
よ
び
閉
会
中
に
お
い
て
、
委
員
会
活
動
を
行
い
ま
す
。

議
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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編
集
後
記

・ 

取
材
で
相
島
を
訪
れ
、
素
敵
な
人
た
ち
の
声
に
触
れ
ま
し
た
。
貴

重
で
楽
し
い
時
間
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
大
牟
田
）

・ 

還
暦
を
迎
え
、
初
め
て
の
人
間
ド
ッ
ク
を
予
約
。「
人
生
１
０
０

年
時
代
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
」健
康
維
持
に
努
め
、
第
二
の
人

生
を
謳
歌
し
つ
つ
、
町
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。 

（
片
岡
）

・ 

上
府
区
で
は
、
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
実
施
中
。
み
な
さ
ん
、
第
二

体
操
も
い
か
が
で
す
か
、
懐
か
し
い
で
す
よ
!! 

（
江
口
）

・ 

猛
暑
を
如
何
に
乗
り
切
ろ
う
か
。
ま
ず
は
し
っ
か
り
食
べ
よ
う
。

暑
い
日
は
無
理
せ
ず
公
共
施
設
へ
。 

（
安
武
）

・ 

猛
暑
が
つ
づ
き
ま
す
が
、
夏
ば
て
し
な
い
よ
う
に
、
食
事
、
運

動
、
睡
眠
を
し
っ
か
り
と
り
、
ま
た
議
会
で
も
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
す
。 

（
上
畝
地
）

　今月の表紙
　「相島！春フェスタ」で撮
影しました。
　イベント会場では和太
鼓、バンド演奏、オペラ歌
唱など盛り沢山。いか焼
き、かき焼き、焼きそばな
どおいしい屋台でおなか
いっぱい・笑顔いっぱい。

議会議会だだよよりり
相島 ! 春フェスタ　4月19日（関連記事P2~３.P18）

第110号６月
定例会

令和７年（2025）７月25日発行
発 行 ／ 福 岡 県 新 宮 町 議 会

　中学校体育館にエアコンを設置！
P4定例会

6人が一般質問 P8～14

　相島の笑顔を守る人たち
P2～3特　集

笑顔あ
ふれる

笑顔あ
ふれる相島

! 春フェ
スタ

相島 !
春フェス

タ

関連記
事 P2,

P16

関連記
事 P2,

P16

Ｅ
Ｖ
バ
ス
試
乗

　
町
民
に
愛
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、「
マ
リ
ン
ク
ス
」に
導
入

予
定
の
Ｅ
Ｖ
バ
ス
に
試
乗
し
ま
し
た
。

　
音
も
、
振
動
も
少
な
く
快
適
な
バ
ス
で
、
７
月
１
日
か
ら
運
行
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

９月議会９月議会ののお知らせお知らせ９月議会のお知らせ

議
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

令和7年9⺼3日（水）
午前9時30分開催予定

一般質問
9月4日（木）、5日（金）
午前9時30分開催予定

お気軽に傍聴にお越しください。

※�日程、開始時間は変更になる場合があります。

※�日程表は8月27日（水）、役場・そぴあしんぐう・
シーオーレ新宮などに掲示し、ホームページで
も見ることができます。

※�傍聴されるときは、受付が必要です。

※�役場・そぴあしんぐう・シーオーレ新宮のロビー
のテレビでも議会中継を見ることができます。

　各種団体、小グループなど、気
軽な感じでの意見交換の場にした
いと思っています。

　希望される方は議会事務局までお問い合わせください。 ☎ 092-963-1737（直）

気軽な感じで気軽な感じで議会との座談会のご案内

議員と
意見交換しませんか？議員と
意見交換しませんか？

議会中継・録画配信・議会中継・録画配信・

会議録配信会議録配信
しています！しています！

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿

✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿ ✿

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿



18令和７年７月発行
しんぐう町議会だより 第１１０号

〒８１１- ０１９２ 福岡県糟屋郡新宮町緑ケ浜一丁目１番１号　ＴＥＬ（０９２）９６３-１７３７　ＦＡＸ（０９２）９４１-２００３
発行責任者　議長 松井和行 議会広報常任委員会 委員長 大牟田直人／副委員長 片岡誠治／委員 江口正明／委員 安武久美子／委員 西健太郎／委員 上畝地白馬
しんぐう町議会だより

このページは、新宮中学校・相島分校・新宮東中学校から頂いた原稿をもとに編集しています。

町宮 立新

中 学 校 紹介

連 載

【
新
宮
中
学
校
】

第
79
回
体
育
会

　

前
日
か
ら
の
雨
で
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
た
第
79
回
体
育
会

は
、
生
徒
た
ち
の
強
い
思
い
が

届
き
、
５
月
17
日（
土
）に
無
事

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
体
育
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
生
徒
は
限

ら
れ
た
時
間
で
熱
心
に
練
習
を

重
ね
、
温
か
い
雰
囲
気
で
準
備

を
進
め
ま
し
た
。
前
日
に
行
わ

れ
た
エ
ー
ル
交
換
で
は
、
対
戦

ブ
ロ
ッ
ク
同
士
が
応
援
歌
に
合

わ
せ
て
手
拍
子
を
送
り
合
い
、

互
い
の
健
闘
を
讃
え
合
い
ま
し

た
。

　

競
技
で
は
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が

チ
ー
ム
を
ま
と
め
、
生
徒
会
役

員
を
中
心
に
全
員
が
一
丸
と

な
っ
て
体
育
会
を
創
り
上
げ
ま

し
た
。
当
日
は
１
年
生
の「
新

宮
音
頭
」、
２
年
生
の「
創
作
ダ

ン
ス
」、
３
年
生
の「
集
団
行
動
」

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
学
年
ご
と

の
特
色
あ
る
演
技
が
光
り
ま
し

た
。
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
種
目
で
も

全
力
を
尽
く
し
、
応
援
の
拍
手

が
会
場
を
温
か
く
包
み
ま
し

た
。

　

体
育
会
を
通
し
て
、
学
年
を

越
え
た
縦
の
つ
な
が
り
や
横
の

つ
な
が
り
が
深
ま
り
、
３
年
生

か
ら
１
・
２
年
生
へ「
新
宮
中

学
校
の
伝
統
と
誇
り
」の
バ
ト

ン
が
し
っ
か
り
受
け
継
が
れ
ま

し
た
。
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ

ま
の
ご
声
援
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

【
相
島
分
校
】

相
島
！
春
フ
ェ
ス
タ

２
０
２
５

　

４
月
19
日（
土
）に「
相
島
！

春
フ
ェ
ス
タ
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
相
島
分
校
の
中
学
生
と

相
島
小
学
校
の
６
年
生
は「
島

め
ぐ
り
ツ
ア
ー
（
島
ガ
イ
ド
）
」

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
参
加

定
員
を
増
や
し
、
昨
年
よ
り
も

多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
３
月
よ
り
準
備
を

始
め
、
島
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、

情
報
の
精
選
や
ク
イ
ズ
の
準

備
、
説
明
の
方
法
な
ど
を
何
度

も
話
し
合
い
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
て
当
日
に
臨
み
ま
し
た
。

　

右
回
り
と
左
回
り
の
半
周

コ
ー
ス
、
一
周
コ
ー
ス
の
３
班

に
分
か
れ
て
島
を
め
ぐ
り
ま
し

た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
海
や

山
の
美
し
さ
が
よ
り
際
立
っ
た

最
高
の
島
め
ぐ
り
日
和
と
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
の
方
か
ら
は

「
想
像
以
上
に
楽
し
か
っ
た
」

「
こ
ま
め
な
声
掛
け
に
気
持
ち

が
和
ら
い
だ
」「
相
島
が
も
っ

と
好
き
に
な
っ
た
」な
ど
の
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒

も「
笑
顔
で
伝
え
る
こ
と
が
で

き
て
よ
か
っ
た
」「
ゲ
ス
ト
の

方
と
楽
し
く
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
」な
ど
充
実
し
た
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
相
島
を
届
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
新
宮
東
中
学
校
】

令
和
７
年
度
体
育
会

　

令
和
７
年
度
の
体
育
会
は
、

ス
ロ
ー
ガ
ン【
協
陣
〜
あ
ふ
れ

る
個
性
で
高
み
を
め
ざ
し
、
み

ん
な
で
未
来
を
つ
く
る
東
中

〜
】の
も
と
、
毎
日
の
全
体
学

習
・
ブ
ロ
ッ
ク
学
習
に
取
り
組

ん
で
臨
み
ま
し
た
。

　

３
年
生
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
や
体

育
会
リ
ー
ダ
ー
長
を
中
心
に
、

こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
築
き
上
げ

て
き
た
異
学
年
ブ
ロ
ッ
ク
活
動

に
お
け
る
伝
統
と
東
中
の
矜
恃

を
引
き
継
ぎ
、
全
員
で
自
分
史

上
歴
代
最
高
の
体
育
会
を
創
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
宮
音
頭
で
は
、
た

く
さ
ん
の
地
域
の
方
、
保
護
者

の
皆
様
、
先
輩
方
と
一
緒
に
踊

る
こ
と
が
で
き
、
地
域
と
中
学

生
と
の
つ
な
が
り
の
強
さ
や
大

切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
時
間
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
体
育
会
で
培
っ
た
縦
と

横
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
強

め
、
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
、「
や
れ

ば
伸
び
る
」で
成
長
を
め
ざ
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
や

様
々
な
取
組
を
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

つながりを感じた新宮音頭

特色ある演技が光りました

魅力あふれる相島を届けました

春の行事


